
フ ィ リ ピ ン の 企 業 家

吉 原 久 仁 夫*

私の教えているフィリピン大学はケソン市

のディリマソという所にある｡ケソン市はフ

ィリピンの首都ということになっているが,

官庁のほとんどはマニラにあり政治の中心は

まだ ケソン市に 移ってはいない｡ ケソン市

の人口は統計書を調べればわかるかもしれな

いが, ケソン市 に住んでいる友達に聞いて

も知らない｡ マニラ市とその近郊,Greater

Manilaで300万を少し 越えるということで

ある｡マニラ市の面積は小さい｡それに くら

ぺケソン市はばかでっかい｡一度ブラカソ州

にあるセメン ト工場を見ての帰 り,裏道を通

りケソン市のノバ リチェスに入った｡ そこか

らディ リマンに帰って くるまで,自動車で 1

時間は充分にかかったように記憶する｡

やは りケソソ市の中であるが,ディリマン

の南に クパオという所がある｡ 今そこに大き

なショヅピソグセンターができた一画がある

が,そこはクパオ ･ショッピングセンターと

呼ばれている｡ 約20年前そこは野原であった

とのことである｡ まだ土地の非常に安い時に

買って大きなショッピングセソターを作るこ
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とを 考えたのは アマ ド･アラネタ (Amado

Araneta)であった｡彼はもう老人であるが,

今何才なのかはっきりしない｡

アマ ドの出身地はネグロス島なのであろう

か｡彼はそこに大きな砂糖農園を持ち,また

マ一 ･アオおよびクリサイ ･シライというこ

っの砂糖工場 (mill)を持っている｡ 戦後 ロ

-スが大統領であったころ,どういうつなが

りであったのか親密で,その時砂糖をアメリ

カに送る権利を増加してもらったとのことで

ある｡ フイ リピソとアメリカの砂糖の関係は

少し複雑であるが,簡単に言えば次のように

なる｡ アメリカ市場に 入れ得る砂糖の量は

L.L.協定 と砂糖法によって 決められてい

る｡ L L.協定はフィリピンにおけるアメリ

カ企業優遇の見返 りとして,アメリカがフィ

リピンに約 100万 トンの輸出を許可したもの

である｡砂糖法は国内生産および他の国から

の輸入が充分でない場合に輸出がもっとでき

る国にその不足分のわ りふ りを規定している

が,これでフィリピンはさらに40万 トンぐら

いをアメリカに輸出することができる｡ 現在

全部で140万 トンぐらいがアメ1)カに輸出さ

れている｡

アメリカの許可量をどのようにわ りふるか

ほフィリピン政府が決定していて,この配分

には政治的色彩が非常に強い｡Sugarbaron

(砂糖貴族) というのが いて, アマ ド･アラ

ネタはその一人であるが,彼らは砂糖を多量

にアメリカへ輸出しているのである｡ なぜア

メリカに売 るのがそんなにもうかるのかとい

うと,アメリカの外国からの買入価格は国内

買入価格と同じで,国際価格 よりも現在 1.5

倍は上まわっている｡ アメリカはこうするこ

とによって自国に友好的である国を優遇して

いるのである｡おそらく経済援助 くらいに思
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っているのであろう｡ しかしフィ リピンにと

ってほ,これによって砂糖ブロックができて,

それが強い圧力グループとなって社会 ･経済

改革の支障になっている｡

p-ス大統観は現在亡 くなっているが,ア

マ ドとp-スの関係は依然強い｡ ロ-スの息

子に上院議員がいる｡ 彼の妻はアマ ドの娘で

ある｡ 彼は将来大統領に立候補し,父のよう

にな りたいと望んでいるとのことだ｡彼の政

治資金はアマ ドが出しているのではないだろ

うか｡

アマ ドが金を持っていることは疑いないよ

うである｡1960年代の初めペソ切 り下げの前,

国際収支の危機があったが,その時中央垂艮行

の外貨所有高よりもアマ ドの所有高のほうが

多かった,と銀行の人が言っていた｡ クパオ

の野原を見て,ここが発展すると信 じ,開発

したところに彼の実業家 としての偉 さがあっ

たと思 う｡ しかし経済界では彼の評半胴まかな

らずLも良 くない｡ 金儲け主義に徹してしま

っているからなのだろうか｡彼には一人息子

がいて,その息子は1962年か63年の ミス ･イ

ンターナショナルになったコロンビア人と結

婚 している｡ 子供にはもう一人娘がいるが,

その人の主人はマカティ ･メディカル ･セン

ターを経営しているとのことである｡ 息子は

あまり経済界では活躍しておらず,実業家と

して父の後を受けつ ぐことはできないようで,

アマ ド･アラネタの事業の発展も彼の死後は

止 まるのではないかと思われる｡

ディ リマンから-イウェイー54に出て南へ

行 くとクパオがあるが,それをさらに南に向

かうとサン ･ファン,マンダルヨソの町をす

ぎマカティという所に来 る｡-イウェイはさ

らに南に行 くのであるが,アヤラ通 りで右に

まがるとマカティ ･ショッピングセンターと

ビジネス街に出る｡ 左にまがるとフォーブス

･パークという一流住宅区域に入る｡ このマ

カティはモダンでフィ リピンの誇 りとするも

のの一つである｡マカティに行 くと,後進国

にアメリカの町がすっぽ り入った感じを受け

る｡

ある日本の観光客が, 日本占領時代 ここは

野原で陸戦隊の飛行練習場があったと言って

いた｡ 昔を知っている人がマカティに来 ると

びっ くりするのではないかと思 う｡マカティ

の発展は終戦後25年のことである｡

マカティの中心通 りはアヤラ通 りであるが,

アヤラというのはフィ リピンでは由緒ある家

である｡ それ とマカティ開発は関係がある｡

アヤラ開発のアイディアを終戦後提案したの

はジョ-セフ ･マクミキソ(JosephMcMick-

ing) という人だとのことである｡ 彼は多分

英国人だと思 う｡ 彼の妻はマ一七デス (Mer-

cedes)といい, エ リソケ ･ゾベル (1877-

1943)の娘である｡ ゾベルという名前は 日本

人にとってあまり聞いたことのない名前であ

るが,スペイン系の名前であるらしい｡ エ リ

ソケの父がヤコボ ･ゾベル (1842-1846)で

母が トリニダー ド･ゾベル (1856-1918)で

ある｡ トリニダー ドの結婚前の名前はアヤラ

といい,彼女はアン Tlニオ ･アヤラとマ-ガ

リタ ･ロ-スの娘である｡ アン トニオとマー

ガ リタの子孫にはマカティ開発者がお り,普

た ロ-ス会社 (Ro又asyCia)の所有者アン

トニオ ･ロ-スと ソリアノ会社 (Sorianoy

Cia)の所有者アン ドレ ･ソリアノおよびホセ

･ソリアノ兄弟がいる｡ ロ-ス会社は砂糖農

園と工場を経営し,ソリアノ会社はサン ミゲ

ル株式会社をはじめ数社を経営している｡ア

ン トニオ ･ロノ､スは生まれたのはフィ リピン

であるが,まだスペイン市民権を持っていて

フィリピン人ではない｡ ソリアノ兄弟は戦争

中アメ リカに行っていた関係でアメ リカ人に

な り,現在そのままになっている｡

アン トニオ ･アヤラの子供は3人いた｡カ

ミラ,カーメソ, ト1)ニダー ドで,3人 とも

娘である｡ カ ミラは結婚したが子供が生まれ
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ず,この系統は絶えている｡カーメソはペ ド

ロ ･p-スと結婚し,その娘の一人がソリア

ノと結婚した｡ 息子がp-ス家を継いでいる

のである｡ TIT)ニダ- ドほヤコボ ･ゾベルと

結婚したのでアヤラという家名はこれでな く

なっている のだが, ゾベル の子孫が Zobel

deAyalaと名乗ることがあり, ゾベル家の

会社はつい最近までアヤラ･イ･シア (Ayala

yCia) と呼ばれていた｡ 現在はアヤラ株式

会社 (AyalaCorporation) と名前を変えて

いる｡

アヤラ図書の主任の話によるとアン トニオ

･アヤラがなくなる前,財産をわけて トリニ

ダー ドに与えたのがマカティ農園 (Haciend

Makati)であった｡そこは農園というのは名

ばか りの野原で,長い間なにも作られていな

かった｡財産は土地という観念から言えばゾ

ベル家は金持であったかもしれないが,流動

資産はあまり持っていなかったようである｡

それでマカティ開発といっても頭が痛いので,

マカティの所有地をうんとちぢめて金を作 り,

残った部分を開発したとのことである｡フォ

-ブス ･パ-クの宅地が売 りに出された時は

金持がなかなか買わなかった｡それで最初は

非常にやすい価格で土地が売 りに出されたと

のことである｡ そして自分達が本当にマカテ

ィを開発し立派なモダンな町にするつもりで

あることを示すため,ゾベル家はそこに移っ

たとのことである｡水道工事,電気工事,道

路舗装の費用,またスクオツター(Squatters)

を移動させる費用と大分金がかかった｡その

費用は他の土地を売ってまかなったのかもし

れないが,ソリアノおよびp-ス家から融資

はなかったのだろうか｡

一度売れだすとフォーブス ･パークはたち

まちのうちに 売 りつ くされた とのこと であ

る｡ 現在は アメリカの 高級住宅地に 匹敵す

る｡ Ayala通 りの 空地はだんだんとな くな

ってお り,西側にはほとんどないがフォ-ブ
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ス ･パークよりにまだ少し残っている｡ しか

し数年後にはそこにもビルが建つことと思う｡

アヤラ通 りがビルでうめつ くされるのも時間

の問題である｡

ゾベルはこれで金をもうけた｡現在はいろ

いろな分野の会社を経営している｡ホテルで

はマニラ ･インター ･コンティネンタルとダ

パオ ･イソシュラ- ･ホテル｡旅行社ではイ

ンシュラー ･トゥアーで,この会社はフイリ

ピソ国内の旅行に力を入れている｡ 保険会社

ではイソシュラー ･ライフ ･アシュアラソス,

FGU 保険グル-プ, フイ1)ピナス ･ライフ

がある｡ 証券ではフィルセック, リース会社

ではマカティ ･リーシソグ会社,農業部門で

はサン ･イシ ドロ牧場,イーグル牧場,ラス ･

アレナス農園がある｡またフィ リピン諸島銀

行 (BankofP.Ⅰ.),ピープルズ銀行 (Peoples

BankandTrust),マン トレー ド等に投資し

ている｡ 将来生産部門の工場を ミンダナオに

作ることを計画しているようである｡

現 在 アヤラ の社 長は エ リソケ ･ゾベル

(1927年生れ)で マクミキソ の妻の甥,エ リ

ソケ ･ゾベル(1877-44)の孫にあたるO彼の

父はヤコボ ･ゾベル (1902年生れ)で母はア

ンゼ リ-タである｡ 母は1962年 になくなっ

た｡ヤコボはその後 日本に来ていて,サチコ

･モ リタ (1934年生れ) と再婚している｡こ

の二人の間には現在子供はないようであるが

確かでない｡

土地の大所有者は必ずしも経済界で成功す

るとはかざらない｡フイリピソの場合,失敗

の例ではないが, トゥアソソ家は沢山の土地

を所有しながらゾベル家はどうまくいかなか

った｡アヤラ通 りの JMT ビルというのが現

在の トケアソソ家の事務所である｡ JMT は

JoseMoriaTsuasonの意味であ り,現在の

社長の名前である｡ トクアソソほフィリピン

大学のあるディリマン,サンタメサ,カラオ

カソ,マ リキナなどマニラ郊外に大きな土地
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を所有していた｡ケソン市の記念碑のある一

帯からフィリピン大学の土地はもちろん,デ

イ リマンだけでも広大な土地を持っていた｡

現在は土地はほとんど持っておらず,不動産

会社,TDR を経営しているが,あまりかんは

しくいかないようである｡ やしの実の加工を

しているピ-メ- ･ポ-ルとブルー ･バ-の

2社および ミンダナオにあるヒホ ･バナナ農

園のほうがうまく行っているようである｡今

の社長は老人で,彼のあとつぎに良い人がい

ないようである｡ 息子にホ七 ･ラモソ ･トゥ

アソンがいた｡ 彼は非常にダイナ ミックで ト

ゥアソソ家の斜陽化を持ちなおし,ここまで

にするのに大きな貢献をし,将来を嘱望され

ていた実業家であったが, 1年はど前に飛行

機事故でなくなった｡ 彼の子供は 7人いるが

皆んな小さくて父の後は継げない｡大家族な

ので人はいるのだが,実業家としてやってい

ける人に不足しているようである｡

フィリピン企業の多 くはそのキー ･ポス ト

を家族の中からとっているので,伸びて行 こ

うとする場合,有能な人材がたちまち頭打ち

になってしまう｡ また後継者は息子の場合が

多 く,彼が有能でない場合事業はおとろえ始

める｡フィリピンの企業が世界市場で競争で

きる力をつけるためには,人選の幅をどうし

ても広げなければならない｡しかし現在では

国内でどうにかやって行けばいいという考え

の企業家が多 く, トアブ ･マネジメン トが親

族で固められている現状では,政府がやっき

になって輸出奨励法を通して工業製品の輸出

を伸ばそうとしてもうまく行かないだろう｡

フィ リピン滞在中の研究 としてフィリピン

の産業化を企業の側から調べることにした｡

その研究の一部として企業 グループに興味を

持ち調べた｡中には協力的でない人もいて,

完全には成功しなかったが,これについては

また別の機会に書きたいと思 う｡ここでは不

動産関係のアマ ド･アラネタ,ゾベル, トゥ

アソソについて書いてきた｡ 何かの参考にな

るかもしれないのでゾベル家の家系図を示し

た｡ ソリアノ, p-スほゾベルと関係がある

ので一緒にここに示す｡
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